
平成２７年度 ふくしまから はじめよう。学力向上のための

「つなぐ教育」推進事業の推進地域の取組

拠点校名 いわき市立江名中学校

推進協力校名 いわき市立江名小学校 いわき市立永崎小学校

本地区では、上記テーマを

具現化するために、次の２点

を重点として「つなぐ教育」

を展開してきました。

１ 教職員、児童生徒、保護

者、地域の意識改革を進め、

９年間及び将来を見通して

児童生徒の育成を図る。

２ 小学校から中学校へ円滑

な接続を図り､中１ギャップ <児童生徒の成長を中心にすえた学校･家庭･地域をつなぐ全体構想図>

を解消する。

１ 学校と学校をつなぐ

事例１ ≪小学生と中学校をつなぐ 出前授業≫

＜音楽の出前授業＞ ＜英語の出前授業＞ ＜体育の出前授業＞

中学校の教員が地元の小学校へ出向き、キャリア教育と各教科の授業を行いました。

小学生の感想

小学校の教員

事例２ ≪地区内の小・中学校をつなぐ テレビ会議システム≫

離れていても、相手

を見ながら会話できる

のが強みです。直接、

他の学校に出向けなく

ても、授業の様子や教

員同士の連絡、協議す

＜ ICTを活用した中学校理科の授業を配信＞＜事後研究会をテレビ会議で実施＞ ることができました。

つなぐ教育最大のねらいである中１ギャップの解消につながる授業でした。

英語の授業を楽しみに中学校へ進学するだろうと思いました。

中学校でこのような授業をやっていると思うと楽しそうでした。

音楽

英語
体育も！

確 か な 学 力
子ども一人一人が夢をもち、夢をかなえる学力を身に付けさせる
～地域に貢献し、世界に羽ばたく人材の育成をめざして～

取組の内容



事例３ ≪地区の小・中学校の教職員をつなぐ 連携協議会≫

＜毎年、夏に開かれる小中連携協議会＞ ＜短冊を学級や家庭に掲示＞

小・中学校の教職員が、テーマや校務分掌ごとに集まって協議し、全小・中学校の教員間

で共通理解を図りました。家庭へ働きかけるノーメディアデーも３校の教職員、保護者が集

まって話し合い、決定しました。学習時間や家族団らんの時間として推進しています。

２ 学校と家庭をつなぐ ≪みんなで育む江名永崎っ子≫

＜江名永崎地区９年間の学びのプラン・学びの手引き（詳しくは江名中 HPをご覧ください）＞

本地区では、学校、家庭、地域がつながり、子どもたちの健全育成を果たすために、「育

てたい子どもの姿」や「家庭の姿」を描きました。全戸に配付し理解と協力を求めました。

３ 学校と地域をつなぐ ≪教育講演会≫
｢地域に学び、夢と志を持った人づくり｣をねら

いとして小学５･６年生、中学生を対象に教育講

演会を開きました。いわき市出身・在住の講師か

ら学生時代のエピソードや起業してからの苦労、

夢の実現に向けて熱く語っていただきました。

夢に向かって日々の仕事に取り組む姿から、児

童・生徒は教師が期待した以上の感銘を受け、自

らの将来と重ね合わせて講師の｢想い｣を感じ取っ

ていました。教師も学ぶことが多く保護者･地域

の方々からも好評で大変有意義な講演会でした。<講演会 演題は｢夢の実現､働くこと､学ぶこと｣>

○ 小・中学校の教員が学び合うことで互いのよさを取り入れ９年

間及び将来を見通した指導の展開につながりました。

○ 指導の改善、小･中学校の学習のつなぎへの意識の高揚が図られました。

○ 小学６年生の中学校への期待感が増し、中１ギャップを解消する基盤ができました。
● さらに連携を深めるための時間や予算を確保する必要があります。
● 学力向上の取組を継続するとともに、適宜見直し、効果の確認と改善を繰り返し、学力
向上を確実にしていく必要があります。

成果と課題



み ん な で 育 む 江名永崎っ子み ん な で 育 む 江名永崎っ子

みんなで子どもを育てます

江名地区小中学校

校 長 会

ＰＴＡ連絡協議会

生 活 学 力

豊 か な 心

夢 に 向 か っ て 学 び 続 け る 子

相 手 の 気 持 ち を 大 事 に で き る 子

し っ か り と 人 の 話 を 聞 け る 子

か ら だ と 心 が 丈 夫 な 子

め ざ す 子 ど も 像

ɥ఑ࡌậ఑ᢧ἞ậ಑ἥᯥὣᑹ੶ἼἨ὏Ἠ὘἗Ẫ
お子さんの体と心の健康は、ご家庭の生

活習慣の改善からです。

ɥᾊᾰᾗẩὶ̵ᾤẩώᾢᾟἿ᎓ರὣ๼ὒ὏Ἠ὘἗Ẫ
ノーメディアデーで学習や団らんの時間
を作りましょう。
親子で話し合い、約束を決め、メディア
の危険から子どもを守りましょう。

ɥे࠹ὕ۟܌ἸἿনԸὣଡἰἬ὏Ἠ὘἗Ẫ
豊かな心は、実体験の中から生まれます。
おうちでのお手伝い、地域での行事などを進
んで行い、世の中のしくみを学ばせましょう。

基本的生活習慣を身につけましょう

ɥࠓᑹἼᆵᆋὕᆵෂὣଡἰἬ὏Ἠ὘἗Ẫ
目的や目標がはっきりしていると、学習
は楽しくなり、理解度も高まります。

ɥࠓᑹἿᾯ̵ᾊὧ̵ᾷὣ๼ὒ὏Ἠ὘἗Ẫ
ルーティーンとは、規則性のある行動の
ことです。決まった時間に決まったことを
毎日進んでできると学習もスムーズです。
時間割にそって予習・復習の計画を事前に
作りましょう。また、各学校から出された
「家庭学習プログラム」にある学習時間は
最低限、実施していきましょう。

ɥࠓᑹἿჟܻϷὛἼՍὒ὏Ἠ὘἗Ẫ
子どもたちがおうちで学習するときは、
自然に集中できるような学習環境作りにご
協力ください。

学習習慣を身につけましょう

○ἓἕἦἵἿᑹ੶ὣᣯἼἵἢἦἬ὏Ἠ὘἗Ẫ
子どもはたくさんの人に関わってもらい
次第に生きる力を身につけていきます。
「おはよう」「こんにちは」「ありがとう」
「ごめんなさい」「さようなら」「おやすみ」
が自然と言える態度を養いましょう。

ɥαἿ๟ଡἲἝὠἜ὜ࠄἺὓἼᓈἷ὏Ἠ὘἗Ẫ
私たちが2011年の大震災から学んだこと
は、人を思いやる気持ちの大切さでした。
江名地区では大人が子どもたちのモデルと
なるよう日ごろから心がけましょう。

ɥኂᢀὀ಄ݸἿἥᝑᑣἹធὠὝ὏ἪẪ
すすんでお子さんの頑張りを認め、褒め
てあげましょう。自分自身を認め、自信を
持って生活できる子どもを育てましょう。

豊かな心を身につけましょう

～ 江 名 地 区 ９ 年 間 の 学 び の プ ラ ン ～～ 江 名 地 区 ９ 年 間 の 学 び の プ ラ ン ～

え な が さ き
・ ・



๳׵ͳഁࠓ ὄἿ૓ॺ἞ࠓ ổ ỔἜಲ

ᡸ௭ỗ

बષỖ ớभॄ ๳֐۟׵ịἵἻἡ௖ᓈỌୖᥳΖං

～目的と目標をしっかりともって学習に取り組み、学力を定着させましょう～

૓ॺ἞ἮἿ ổ ịαἿែὀรἨ ἠᒢἤ ἗ Ẫ Ọ
୆ංἿᾡὨᾷ ᾌ ὣႵឍἪ὜ἰὒἼ ἨἴἜ Ὓᒢ἞὏ Ἠ ὘ ἗ Ẫ ἤ ἤἝࠓᑹἿҸὛךἸἪẪ

૓ॺ἞ἮἿỖ ịΓᑹὣἨἷἜ὚୆ංἼҸ὞἗ Ẫ Ọ
ฌἼὕ὜៓לὣ᝻Ἑἰ Ὓ ẩ ἦ ὚Ἴὀ௖ቶ౼ὣ៝ὤἸ ἠ ὜ἱἢἸὓዉໆἻΓᑹẪ୆ංͳἿႵឍॄἝᦉἕ὏ἪẪ

૓ॺ἞ἮἿỗ ị୆ංᤆ᝸ἸẩࠪᇎἻἨ Ẫ Ọ
἗ ἲἸὕ὜Ἔ ὚ ẩܺἸὕ὜Ἔ὚ὀẩ୴ Ἠἷ ὏ἪὙ Ẫ୆ංͳἼ᝻Ἑἷ Ἠ ὏ ἗ Ἱ঵ἿࠓᑹἝඌἼἻ Ὓ ὏Ἢ Ẫ

૓ॺ἞ἮἿỘ ịὒἓἷἹ὏ Ἱὒὀ૽ἦἙὙ ἗ Ẫ Ọ
୆ංͳἿ͜ᄧݸԌἻᾡὨᾷ ᾌὀ ịὒἓἷỌ Ἱ ị ὏ Ἱὒ ỌὣႵឍἪ὜ ἤ ἹἸἪẪἮἿష᫐ἼἺὤἻἤ ἹὣࠓὤἱἜἪἡἼԅἷ ἠ ὜ἜἻẪ

૓ॺ἞ἮἿộ ị ᾒ̵ ᾌἿ ᾥᾦὣܾὕἨ ὏ Ἠ ὘ ἗ Ẫ Ọ
ೃ౼ὀᇴᠡἿ᱉ᎲὐἱἢἸἪ ẪҪᄀὕύ᫐Ἷធᗳὀ࠭Ἕἕἴὂἕ Ẫ ᾥᾦีἪẩἤἿἤ Ἱ͜ἵἝݸ἞ἻᡝᄁẪ

૓ॺ἞ἮἿỚ ịἮἿ఍Ἷ୆ංẩἮἿ఍ἼুᑹẪỌ
ష᫐ἝἰἵἹ৑Ὕ὏ἪẪ୆ංἿᾒ̵ ᾌἼὀθ఍ἿࠓᑹἝἕἴὂἕ Ẫࠓे࠹ᑹἸӍሦ៍Ẫ ἕἵὕ὜ἿƘậ ậ ậ ịθἸἨ ὘ ἗źỌ

૓ॺ἞ἮἿ ớ ịᾯ̵ᾊὧ̵ᾷẩࠓे࠹ᑹὀἜἺ὜Ὑ Ẫ Ọ
ἕἵὓ״Ἡష᫐Ἴ״Ἡܣ૎Ἰ״Ἡἤ Ἱὣὕ὜ᑹ੶ὣἵἢ὏ Ἠ ὘ ἗ Ẫ ᾭὴᾗ̵ὓࠓᑹὓ״ἩἸἪẪ

૓ॺ἞ἮἿỜ ịᔬ͹ࠓᑹẩሦἜἻ៟ᯃἹଭὛ᥆ Ὓ Ẫ Ọ
Ἱ ἕἷᎰὠ ὛἿࠓᑹὀಗࠣષἿࠓᑹἸἪẪἸ἞ἻἕἹ ἤ ὞Ἕ࠭၈ẪἸ἞὜ ὏ἸἝࠓᑹἸἪẪ

૓ॺ἞ἮἿờ ịे࠹ἸἿẩࠓᑹჟܻ௟ἙἷẪ Ọ
ᑹἪ὜ԪἼẩᬹͳἸ἞὜ჟܻὣ௟Ἑ὏ࠓ Ἠ ὘ ἗ Ẫ៑਴Ἕ᥅ ἠἼἓ Ὓ ὏ἬἜ Ẫἥे࠹Ἷ֠ՆὓݸԌἸἪẪ

૓ॺ἞ἮἿ ṛṚ ị঵ ὏ὠ Ἠ ẩἮἿ঵὏ὠ ἨἝג؞Ὓ Ẫ Ọ
ịὕ ἴἹἢὁὙἜἴἰ Ọ Ἱ৩ἴἰᎷᰱὣᄀἜἨ ὏ Ἠ ὘ ἗ Ẫ৑Ὕ὜ԪἼἪἡὕ὜ἤ ἹἝષՈὉἿ᥅ᦇẪ


